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令和元年度　第６回全体庁議（８月６日開催）

（10）第三期帯広市障害者計画（骨子）について[保健福祉部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　令和２年度から令和５年度までを計画期間とする第三期帯広市障害者計画の策定にあたり、骨子を作成し、令和元年８月19日
の厚生委員会に報告するもの。

・令和元年８月　　　厚生委員会報告（骨子）
・令和元年９～10月　帯広市健康生活支援審議会　原案の協議
　　　　　　　　　  帯広市地域自立支援協議会　原案の協議
・令和元年11月　　  厚生委員会報告（原案）
・令和元年11～12月  パブリックコメント
・令和２年１月　　  帯広市健康生活支援審議会　計画案の協議
・令和２年２月　　  厚生委員会報告（計画案）
・令和２年３月　　  成案

・同内容で、８月19日厚生委員会へ報告することで了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　計画策定の趣旨
　障害のある人を取り巻く様々な社会環境の変化等を踏まえ、障害のある人もない人もだれもが互いに個性を尊重し、認め合う
共生社会の実現を目指し策定するもの。

２　計画の位置づけ
　第三期帯広市障害者計画は、障害者福祉に関する分野計画として第七期帯広市総合計画に即して策定するほか、障害者基
本法に基づく、障害のある人に関する施策を推進するための基本的な計画として、また、帯広市地域福祉計画等との整合性を
図り策定するもの。

３　計画の期間
　令和２年度から令和５年度までの４年間

４　計画の内容
　〇基本的な考え方
　本市における課題を踏まえ、これまでの計画の理念を引き継ぎ、障害のある人もない人もだれもがその人らしく暮らすことので
きる共生社会の実現を目指すもの。
　○計画の目標
　障害や障害のある人に対する正しい理解のもと、障害のある人が自らの意思決定を通じ、地域社会の一員として主体的に能
力を発揮することができる地域づくりを目指します。
　○基本的な視点と施策の展開方法
　３つの基本的な視点と８つの施策の展開方法に基づき取組みを進めていくもの。


